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緊急時における有害化学物質の分析技術の開発

１ 課題設定の背景

私たちの身の回りには、多くの化学物質が使用されており、豊かで便利な生活の

ためには無くてはならない存在となっている。一方で、化学物質には危険な側面も

あり、事故等により環境中へ流出した場合は、野生生物の生育環境への影響や人へ

の影響等が懸念される。

こうした中、環境省は、平成 21 年４月に「自治体環境部局における化学物質に

係る事故対応マニュアル策定の手引き」を公表し、各自治体に事故対応マニュアル

の作成を促すとともに、水質汚濁防止法の改正により、平成 23 年４月から有害物

質（26 種類）に加え指定物質（55 種類）についても事故時の措置が必要となった。

一方、当センターでは、現在までに 160 成分の農薬類を迅速に分析できる体制を

構築し、水質事象の原因究明に役立てているが、すべての対象物質を分析するには

多大な労力と時間を要するのが現状であり、一部の指定物質については分析方法が

確立されていないものもある。

このため、化学物質の系統的な一斉分析方法を確立し、流出事故や廃棄物の不法

投棄等により農薬類を含む化学物質が一般環境中に流出した際に、迅速にモニタリ

ングを実施できる体制を構築することを目的とする。

２ 調査研究の概要

緊急時対応が迅速に実施できる体制を構築するため、各種化学物質の既存分析方

法を調査し、類似物質についてはできる限り一斉分析の可能性を検討する。

① 主に、ガスクロマトグラフ質量分析計（GC/MS）を用いた揮発性有機化合物（VOC）

一斉分析法及び農薬類・ポリ塩化ビフェニル（PCB）等の一斉分析法について検

討し、２系統の分析可能な物質数を増加させる。

② 一斉分析が困難な物質については、個別分析法を検討するが、緊急時を念頭に

置きできる限り簡易で迅速な分析方法を検討する。

③ 本県で発生した過去の水質事故等で検出された化学物質の分析方法を再点検し、

体系化する。

④ 開発した分析技術の情報を広く関係機関に普及する。
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図１ 調査研究の概要
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３ 成果の活用・発展性

本研究により得られた成果に基づき、現在の対象物質（有害物質及び指定物質）

に加え、一連の類似物質の分析方法を体系化し、最終的には化学物質の物性に応じ

た系統分析法の確立を目指す。

本研究の成果により緊急時に対応可能な物質数を増やすことが可能となるほか、

環境省委託調査との連携により、開発した分析法が公定法として採用される可能性

がある。

また、分析法が確立されることにより、迅速なモニタリングが実施され、事故の

原因が究明される確率が高くなるとともに、迅速かつ適切な対策が可能となり、化

学物質の事故発生時における被害の低減に寄与できる。

さらに、今後、同様の流出事故等を未然に防止することが期待され、ひいては環

境保全に資することができる。
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図２ 化学物質の分析方法開発手順
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調査研究実績の概要（平成 20～24 年度実施）

課 題 名 有害化学物質の環境汚染実態の解明と分析技術の開発に関する研究

担当科名 環境科学部 水質科

研
究
概
要

 新たな有害化学物質に対応できる分析技術の開発と水質汚濁事象等危機管理への対応

 高分解能GC/MS等を用いて多種類の超微量化学物質を高感度かつ迅速にできる分析法を検討

し順次開発

 開発した分析法による環境モニタリング調査の実施

研
究
成
果

 水質中のフルオランテンを含む多環芳香族炭化水素類の髙感度一斉分析法とオキサミル等

３農薬の髙感度一斉分析法を開発した。

 口蹄疫の防疫に使用されるグルタルアルデヒド等の迅速一斉分析法を検討し、口蹄疫の発生

に備えた。

 広汎な汚染が懸念される有機フッ素化合物等について、県内河川の実態を調査した。

実
施
内
容

実施内容 年度 H20 H21 H22

分析法開発

汚染実態調査

計画事業費 6,711 5,935 5,745 単位：

千円一般財源 1,562 781 747

外部資金等 5,149 5,154 4,998

人件費 5,600 5,600 5,600

総事業コスト 12,311 11,535 11,345

セ
ン
タ
ー
年
報
掲
載

H20
有害化学物質の環境汚染実態の解明と分析技術の開発に関する研究

－LC/MS/MS を用いたトリメリット酸トリオクチルの分析法－

H20
有害化学物質の環境汚染実態の解明と分析技術の開発に関する研究

－ヘッドスペースGC/MS法による炭酸ジメチルの分析と水中における分解性について－

H20
有害化学物質の環境汚染実態の解明と分析技術の開発に関する研究

－岡山県の河川における農薬類の環境実態調査－

H20
有害化学物質の環境汚染実態の解明と分析技術の開発に関する研究

－固相ディスク法による水質中オクタクロロスチレンの分析法－

H20
有害化学物質の環境汚染実態の解明と分析技術の開発に関する研究

－LC/MS/MS を用いた水質中 L-チロシンの分析法－

H21
有害化学物質の環境汚染実態の解明と分析技術の開発に関する研究

－LC/MS/MS を用いた水中の農薬他成分同時分析法の検討－

H21
有害化学物質の環境汚染実態の解明と分析技術の開発に関する研究

－GC/MS を用いた水質中トルイジンとメチルナフタレンの同時分析法の検討－

（次ページに続く）

参考資料（24-02 関連）
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セ
ン
タ
ー
年
報
掲
載

H22
有害化学物質の環境汚染実態の解明と分析技術の開発に関する研究

－岡山県の公共用水域における有機フッ素化合物の環境実態調査－

H22
有害化学物質の環境汚染実態の解明と分析技術の開発に関する研究

－GC/MS を用いた水質中多環芳香族炭化水素（PAH）の多成分分析法の検討－

H22
有害化学物質の環境汚染実態の解明と分析技術の開発に関する研究

－排出が多い化学物質の水質実態調査－

学

会

発

表

H20 GC/MS による底質中の農薬類分析法の検討 第 17 回環境化学討論会

H20 LC/MS による化学物質分析法の基礎的研究(38) 第 17 回環境化学討論会

H20 LC/MS/MS を用いた陽イオン界面活性剤の分析
第 11 回日本水環境学会シン

ポジウム

H20
LC/MS による化学物質分析法の基礎的検討(43)

－ L-チロキシンンの分析法 －

平成 21 年度 保健所検査業

務研究発表会

H21
ヘッドスペース GC/MS 法による炭酸ジメチルの分析と水中

における分解性について

第 36 回環境保全・公害防止

研究発表会

H21 オクタクロロスチレン（水質）の分析法
平成 21 年度 化学物質環境

実態調査環境化学セミナー

H22 水質中農薬類の一斉分析 第 19 回環境化学討論会

H22
o-トルイジン 、1-メチルナフタレン、 2-メチルナフタレ

ン （水質）の分析

平成 22 年度化学物質環境実

態調査環境科学セミナー

H22
L-チロキシン及び 3,3',5-トリヨード-L-チロニン（L-チロ

キシンの代謝物）（水質）の分析

平成 22 年度化学物質環境実

態調査環境科学セミナー

H22
1,2,4-ベンゼントリカルボン酸トリオクチル（水質）の

分析法

平成 22 年度 化学物質環境

実態調査環境科学セミナー

H22 有害化学物質の環境汚染実態の解明と分析技術の開発
平成 22 年度保健所検査業務

研究発表会

H23 多量排出化学物質の水環境実態調査
第 14 回日本水環境学会シン

ポジウム

H23 岡山県の河川及び海域の有機フッ素化合物の環境実態調査 第 20 回環境化学討論会

H23 LC/MS による化学物質分析法の基礎的研究 第 20 回環境化学討論会

H23 フルオランテン（水質）の分析法
平成 23 年度「化学物質環境

実態調査環境化学セミナー」

H23
オキサミル、フルフェノクスロン、フルアジナム（水質）

の一斉分析法

平成 23 年度「化学物質環境

実態調査環境化学セミナー」
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